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先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-2-1-4 耐震重要度分類及び重大事故等対処施設の施設区分の基本方針） 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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Ⅵ-2-1-4 耐震重要度分類及び重大事故等対処施設の施設区分の

基本方針 
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【東海第二，柏崎７】 

 島根２号機では，常設

重大事故防止設備，常設

重大事故緩和設備及び

常設重大事故防止設備

（設計基準拡張）への設

備の分類を「設備分類」

とし，設備に加えて直接

支持構造物及び間接支

持構造物を含む重大事

故等対処施設の区分を

「施設区分」とする 
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1. 概要

本資料は，Ⅵ-2-1-1「耐震設計の基本方針」のうち「3. 耐震

重要度分類及び重大事故等対処施設の施設区分」に基づき，設計

基準対象施設の耐震設計上の重要度分類及び重大事故等対処施設

の施設区分の基本方針について説明するものである。 

2. 設計基準対象施設の耐震重要度分類

2.1 耐震設計上の重要度分類 

設計基準対象施設の耐震設計上の重要度を次のように分類す

る。 

(1) Ｓクラスの施設

地震により発生するおそれがある事象に対して，原子炉を停止

し，炉心を冷却するために必要な機能を持つ施設，自ら放射性物

質を内蔵している施設，当該施設に直接関係しておりその機能喪

失により放射性物質を外部に拡散する可能性のある施設，これら

の施設の機能喪失により事故に至った場合の影響を緩和し，放射

線による公衆への影響を軽減するために必要な機能を持つ施設，

これらの重要な安全機能を支援するために必要となる施設及び地

震に伴って発生するおそれがある津波による安全機能の喪失を防

止するために必要となる施設であって，その影響が大きいもので

あり，次の施設を含む。 

ａ. 原子炉冷却材圧力バウンダリを構成する機器・配管系 

ｂ. 使用済燃料を貯蔵するための施設 

ｃ. 原子炉の緊急停止のために急激に負の反応度を付加するた

めの施設及び原子炉の停止状態を維持するための施設 

ｄ. 原子炉停止後，炉心から崩壊熱を除去するための施設 

ｅ. 原子炉冷却材圧力バウンダリ破損事故後，炉心から崩壊熱を

除去するための施設 

ｆ. 原子炉冷却材圧力バウンダリ破損事故の際に，圧力障壁とな

り放射性物質の放散を直接防ぐための施設 

ｇ. 放射性物質の放出を伴うような事故の際に，その外部放散を

抑制するための施設であり，上記の「放射性物質の放散を直接

防ぐための施設」以外の施設 

ｈ. 津波防護機能を有する施設（以下「津波防護施設」という。）

及び浸水防止機能を有する設備（以下「浸水防止設備」という。） 

ｉ. 敷地における津波監視機能を有する設備（以下「津波監視設

備」という。） 
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(2) Ｂクラスの施設

安全機能を有する施設のうち，機能喪失した場合の影響がＳク

ラスの施設と比べ小さい施設であり，次の施設を含む。

ａ. 原子炉冷却材圧力バウンダリに直接接続されていて，一次冷

却材を内蔵しているか又は内蔵し得る施設 

ｂ. 放射性廃棄物を内蔵している施設（ただし，内蔵量が少ない

又は貯蔵方式により，その破損により公衆に与える放射線の影

響が「実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則（昭和 53

年通商産業省令第 77 号）」第２条第２項第６号に規定する「周

辺監視区域」外における年間の線量限度に比べ十分小さいもの

は除く。） 

ｃ. 放射性廃棄物以外の放射性物質に関連した施設で，その破損

により，公衆及び従事者に過大な放射線被ばくを与える可能性

のある施設 

ｄ. 使用済燃料を冷却するための施設 

ｅ. 放射性物質の放出を伴うような場合に，その外部放散を抑制

するための施設で，Ｓクラスに属さない施設 

(3) Ｃクラスの施設

Ｓクラスに属する施設及びＢクラスに属する施設以外の一般産

業施設又は公共施設と同等の安全性が要求される施設 

2.2 発電用原子炉施設の区分 

2.2.1 区分の概要 

当該施設に課せられる機能は，その機能に直接的に関連するも

ののほか，補助的な役割を持つもの，支持構造物等の間接的な施

設を含めた健全性が保たれて初めて維持し得るものであることを

考慮し，これらを主要設備，補助設備，直接支持構造物，間接支

持構造物及び波及的影響を考慮すべき施設に区分する。 

2.2.2各区分の定義 

各区分の設備とは次のものをいう。 

(1) 主要設備とは，当該機能に直接的に関連する設備をいう。

(2) 補助設備とは，当該機能に間接的に関連し，主要設備の補助

的役割を持つ設備をいう。 

(3) 直接支持構造物とは，主要設備，補助設備に直接取り付けら

れる支持構造物，若しくはこれらの設備の荷重を直接的に受け

る支持構造物をいう。 

(4) 間接支持構造物とは，直接支持構造物から伝達される荷重を

4



東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

受ける構造物（建物・構築物）をいう。 

(5) 波及的影響を考慮すべき施設とは，下位クラス施設のうち，

その破損等によって上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそ

れのある施設をいう。波及的影響を考慮すべき施設の検討につ

いては，Ⅵ-2-1-5「波及的影響に係る基本方針」に示す。 

ここで上位クラス施設とは，耐震重要施設，その間接支持構

造物及び屋外重要土木構造物並びに常設耐震重要重大事故防止

設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計

基準拡張）（当該設備が属する耐震重要度分類がＳクラスのも

の）が設置される重大事故等対処施設をいい，下位クラス施設

とは，上位クラス施設以外の発電所内にある施設（資機材等含

む）をいい，具体的な下位クラス施設を以下に示す。 

・Ｂクラス及びＣクラスの施設

・常設耐震重要重大事故防止設備以外の常設重大事故防止設

備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）（当該設備

が属する耐震重要度分類がＢクラス又はＣクラスのもの）

が設置される重大事故等対処施設 

・可搬型重大事故等対処設備

・常設重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備及び常設重

大事故防止設備（設計基準拡張）のいずれにも属さない常

設の重大事故等対処施設 

2.2.3 間接支持機能及び波及的影響 

同一の系統設備に属する主要設備，補助設備及び直接支持構造

物については，耐震重要度分類のクラスは同一とするが，間接支

持構造物の支持機能及び設備相互間の影響については，それぞれ

関連する設備の耐震設計に適用される地震動に対して安全上支障

ないことを確認するものとする。 

設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施設を表

2－1に，設計基準対象施設の申請設備の耐震重要度分類を表2－2

に示す。同表には，当該施設を支持する構造物の支持機能が維持

されることを確認する地震動及び波及的影響を考慮すべき施設に

適用する地震動（同表において「検討用地震動」という。）を併記

する。 

3. 設計基準対象施設の耐震重要度分類の取合点

設計基準対象施設の耐震重要度分類の取合点は，以下のとおり

・設備構成の相違

【東海第二】 

島根２号機では車両

型の間接支持構造物は

ない 

・表現上の相違

【東海第二，柏崎７】 

島根２号機では上位

クラス施設及び下位ク

ラス施設の定義を明記

する 
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とする。 

(1) 機器とそれに接続する配管系との耐震重要度分類が異なる

場合の取合点は，原則として，機器から見て第１弁とする。取

合点となる第１弁は，耐震重要度分類の上位のクラスに属する

ものとする。 

(2) 原子炉格納容器バウンダリは，バウンダリを構成する弁まで

をＳクラスとする。（図 3－1参照） 

図 3－1 原子炉格納容器バウンダリとＳクラスの範囲 

(3) 配管系中で耐震重要度分類が異なる場合の取合点は，原子炉

冷却材圧力バウンダリ周りで第２隔離弁までがバウンダリの場

合は第２弁（注１），その他は耐震重要度分類の上位のクラスから

見て第１弁（注２）とする。取合点となる弁は，図3－2に示すよう

に耐震重要度分類の上位のクラスに属するものとする。 

図3－2 配管系中の取合点 

4. 重大事故等対処施設の施設区分

4.1 耐震設計上の設備の分類 

重大事故等対処施設について，耐震設計上の区分を設備が有す
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る重大事故等に対処するために必要な機能を踏まえて，以下のと

おりに分類する。 

(1) 基準地震動Ｓｓによる地震力に対して重大事故等に対処す

るために必要な機能が損なわれるおそれのないように設計するも

の 

ａ. 常設耐震重要重大事故防止設備 

常設重大事故防止設備であって，耐震重要施設に属する設計基

準事故対処設備が有する機能を代替するもの 

ｂ. 常設重大事故緩和設備 

重大事故等対処設備のうち，重大事故が発生した場合において，

当該重大事故の拡大を防止し，又はその影響を緩和するための機

能を有する設備であって常設のもの 

ｃ. 常設重大事故防止設備（設計基準拡張）（当該設備が属する

耐震重要度分類がＳクラスのもの） 

設計基準対象施設のうち，重大事故等時に機能を期待する設備

であって，重大事故の発生を防止する機能を有する常設重大事故

防止設備以外の常設のもので当該設備が属する耐震重要度分類が

Ｓクラスのもの 

(2) 静的地震力に対して十分に耐えるよう設計するもの

ａ. 常設耐震重要重大事故防止設備以外の常設重大事故防止設

備 

常設重大事故防止設備であって，耐震重要度分類がＢクラス又

はＣクラスに属する設計基準事故対処設備が有する機能を代替す

るもの 

ｂ. 常設重大事故防止設備（設計基準拡張）（当該設備が属する

耐震重要度分類がＢクラス又はＣクラスのもの） 

設計基準対象施設のうち，重大事故等時に機能を期待する設備

であって，重大事故の発生を防止する機能を有する常設重大事故

防止設備以外の常設のもので当該設備が属する耐震重要度分類が

Ｂクラス又はＣクラスのもの 

・設備構成の相違

【東海第二】 

東海第二では常設重

大事故防止設備（設計基

準拡張）に該当する設備

が存在しない 

・設備構成の相違

【柏崎７】 

島根２号機では常設

重大事故緩和設備（設計

基準拡張）に該当する設

備が存在しない 

・記載の適正化

【東海第二，柏崎７】 

弾性設計用地震動Ｓ

ｄに２分の１を乗じた

ものによる地震力に対

する影響の検討対象を

適正化 

・設備構成の相違

【東海第二】 

東海第二では常設重

大事故防止設備（設計基

準拡張）に該当する設備

が存在しない 
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(3) 弾性設計用地震動Ｓｄに 2分の 1を乗じたものによる地震力

に対して影響を検討するもの 

ａ. 常設耐震重要重大事故防止設備以外の常設重大事故防止設

備 

常設重大事故防止設備であって，耐震重要度分類がＢクラスに

属する設計基準事故対処設備が有する機能を代替するもののう

ち，共振のおそれのあるもの 

ｂ. 常設重大事故防止設備（設計基準拡張）（当該設備が属する

耐震重要度分類がＢクラスのもの） 

設計基準対象施設のうち，重大事故等時に機能を期待する設備

であって，重大事故の発生を防止する機能を有する常設重大事故

防止設備以外の常設のもので当該設備が属する耐震重要度分類が

Ｂクラスのもののうち，共振のおそれのあるもの 

4.2 重大事故等対処施設の区分 

4.2.1 区分の概要 

当該施設に課せられる機能は，その機能に関連するもののほか，

支持構造物等の間接的な施設を含めた健全性が保たれて初めて維

持し得るものであることを考慮し，これらを設備，直接支持構造

物，間接支持構造物及び波及的影響を考慮すべき施設に区分する。 

4.2.2 各区分の定義 

各区分の設備とは次のものをいう。 

(1) 設備とは，重大事故等に対処するために必要な機能を有する

設備で，重大事故等時に当該機能に直接的に関連する設備及び間

接的に関連する設備をいう。 

(2) 直接支持構造物とは，設備に直接取り付けられる支持構造

物，若しくはこれらの設備の荷重を直接的に受ける支持構造物を

いう。 

(3) 間接支持構造物とは，直接支持構造物から伝達される荷重を

受ける構造物（建物・構築物）をいう。 

(4) 波及的影響を考慮すべき施設とは，下位クラス施設のうち，

その破損等によって上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれ

のある施設をいう。波及的影響を考慮すべき施設の検討について

は，Ⅵ-2-1-5「波及的影響に係る基本方針」に示す。 

・記載の適正化

【東海第二，柏崎７】 

弾性設計用地震動Ｓ

ｄに２分の１を乗じた

ものによる地震力に対

する影響の検討対象を

適正化 

・記載の適正化

【東海第二，柏崎７】 

弾性設計用地震動Ｓ

ｄに２分の１を乗じた

ものによる地震力に対

する影響の検討対象を

適正化 

・設備構成の相違

【東海第二，柏崎７】 

島根２号機では車両

型の間接支持構造物は

ない 

8



東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

4.2.3 間接支持機能及び波及的影響 

設備の直接支持構造物については設備と同一の設備分類とする

が，間接支持構造物の支持機能及び設備相互間の影響については，

それぞれ関連する設備の耐震設計に適用される地震動に対して安

全上支障ないことを確認するものとする。 

重大事故等対処施設の耐震設計上の分類別施設を表4－1に，重

大事故等対処施設の申請設備の設備分類を表4－2に示す。また，

同表には，当該施設を支持する構造物の支持機能が維持されるこ

とを確認する地震動及び波及的影響を考慮すべき施設に適用する

地震動（同表において「検討用地震動」という。）を併記する。 

5. 重大事故等対処施設の施設区分の取合点

重大事故等対処施設の施設区分の取合点は，以下のとおりとす

る。 

(1) 機器とそれに接続する配管系との，上位クラス施設と下位ク

ラス施設の取合点は，原則として，機器から見て第１弁とする。

取合点となる第１弁は，上位クラス施設に属するものとする。 

(2) 配管系中の上位クラス施設と下位クラス施設の取合点は，原

子炉冷却材圧力バウンダリ周りで第２隔離弁までがバウンダリの

場合は第２弁（注１），その他は上位クラスから見て第１弁（注２）と

する。取合点となる弁は，図5－1に示すように上位クラス施設に

属するものとする。 

図5－1 配管系中の取合点 

・表現上の相違

【東海第二】 

島 根 ２ 号 機 で は

「2.2.2各区分の定義」

で上位クラス施設及び

下位クラス施設の定義

を明記している 
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表2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（１/１５） 

《表全体》 

「波及的影響を考慮す

べき施設」は，Ⅵ-2-1-5 

「波及的影響に係る基

本方針」にて別途整理 

《相違の凡例（以降共

通》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

③
 

②
 

：先行審査プラントの記載との設備、運用又は体制の相違点 

：先行審査プラントの記載との記載表現、設備名称の相違点 

③
 

③
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表2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（２/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

②
 

③
 

③
 

③
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表2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（３/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

ほう酸水注入系を，島

根２号機においては，

「(X)その他」ではなく，

原子炉緊急停止のため

の系統として(ⅲ)の主

要設備に整理 

これに関連して，ほう

酸水注入系に係る非常

用電源及び計装設備を

(ⅲ)の補助設備に整理 ④
 

③
 

④
 

②
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表2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（４/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

③
 

③
 ②

 
①
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表2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（５/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

②
 

①
 

③
 

①
 

③
 

③
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表 2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（６/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

②
 

③
15



東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

表 2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（７/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

③
 

③
 

③
 

②
 

②
 

③
 

①
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表 2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（８/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

（津波防護施設及び浸

水防止設備に関する設

備構成の相違 

なお，島根２号機には

浸水防止設備に該当す

る隔離弁，ポンプ及び配

管がある） 

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

①
 

①
 

①
 

②
 

①
 

①
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表 2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（９/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

（津波防護施設及び浸

水防止設備に関する設

備構成の相違 

なお，島根２号機には

浸水防止設備に該当す

る隔離弁，ポンプ及び配

管がある） 

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

①
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表 2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（１０/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

②
 

①
 

①
 

③
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《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

島根２号機では，ほう

酸水注入系は設置変更

許可時と同様に(ⅲ)に

整理 

圧力容器内部構造物

は，設置変更許可時と同

様に「Ｓクラス（注７）」

として記載 

 よって，島根２号機で

は，「(X)その他」で記載

される設備はない 
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表 2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（１１/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

（島根２号炉では，直接

支持構造物についても

逃がし安全弁排気管と

同一の設計方針を適用

することを明確化） 

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

③
 

①
 

③
 

③
 

③
 

③
 

③
 

③
 

①
 

①
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表 2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（１２/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

③
 

③
 

①
 

②
 

③
 

②
 

①
 

③
 

③
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表 2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（１３/１５） 

《相違なし》 

23



東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

表 2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（１４/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

③
 

②
 

②
 

③
 

③
 

②
 

①
 

③
 

③
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表 2－1 設計基準対象施設の耐震重要度分類に対するクラス別施

設（１５/１５） 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

（島根２号機では，地下

水位低下設備の設計方

針について明確化） 

③
 

③
 

③
 

①
 

①
 

④
 

③
 

①
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注記＊1 ：主要設備とは，当該機能に直接的に関連する設備をい

う。 

＊2 ：補助設備とは，当該機能に間接的に関連し，主要設備

の補助的役割を持つ設備をいう。 

＊3 ：直接支持構造物とは，主要設備，補助設備に直接取り

付けられる支持構造物，若しくはこれらの設備の荷重

を直接的に受ける構造物をいう。 

＊4 ：間接支持構造物とは，直接支持構造物から伝達される

荷重を受ける構造物（建物・構築物）をいう。 

＊5 ：波及的影響を考慮すべき施設とは，耐震重要度分類の

下位のクラスに属するものの破損等によって上位のク

ラスに属するものに波及的影響を及ぼすおそれのある

施設をいう。 

＊6 ：Ｓｓ：基準地震動Ｓｓにより定まる地震力。 

Ｓｄ：弾性設計用地震動Ｓｄにより定まる地震力。 

ＳＢ：Ｂクラス施設に適用される地震力。 

ＳＣ：Ｃクラス施設に適用される静的地震力。 

＊7 ：圧力容器内部構造物は，炉内にあることの重要性から

Ｓクラスに準ずる。 

＊8 ：非常用電源の燃料油系を支持する構造物とは，Ｂ－デ

ィーゼル燃料貯蔵タンク格納槽，屋外配管ダクト（Ｂ

－ディーゼル燃料貯蔵タンク～原子炉建物），屋外配管

ダクト(タービン建物～排気筒) 及び排気筒の基礎をい

う。 

＊9： 防護対策設備とは，取水槽海水ポンプエリア防護対策

設備，取水槽循環水ポンプエリア防護対策設備及びデ

「波及的影響を考慮す

べき施設」は，Ⅵ-2-1-5

「波及的影響に係る基

本方針」にて別途整理 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

① 
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ィーゼル燃料移送ポンプエリア防護対策設備をいう。 

＊10：燃料プール冷却ポンプ室冷却機，原子炉浄化系補助熱

交換器，タービン補機海水系配管，給水系配管，ター

ビンヒータドレン系配管，液体廃棄物処理系配管，床

ドレン系配管，グランド蒸気排ガスフィルタ，消火系

配管，２号機南側切取斜面及び２号機西側切取斜面が

含まれる。 

＊11：タービン補機海水系配管，給水系配管，タービンヒー

タドレン系配管，液体廃棄物処理系配管，床ドレン系

配管，消火系配管，タービン補機冷却系熱交換器，タ

ービン補機海水ストレーナ，２号機南側切取斜面，２

号機西側切取斜面，２号機放水路，３号機放水路，１

号機取水管，施設護岸，防波壁（東端部）周辺斜面，

防波壁（西端部）周辺斜面，放水槽及びディーゼル燃

料貯蔵タンク室が含まれる。 

＊12：Ｂクラスではあるが，弾性設計用地震動Ｓｄに対し破

損しないことの検討を行うものとする。 

＊13：地震により逃がし安全弁排気管が破損したとしても，

ドライウェル内に放出された蒸気はベント管を通して

サプレッションチェンバのプール水中に導かれて凝縮

するため，格納容器内圧が有意に上昇することはない

と考えられるが，基準地震動Ｓｓに対してドライウェ

ル内の逃がし安全弁排気管が破損しないことを確認す

る。 

また，逃がし安全弁排気管がサプレッションチェンバ

内の気相部で破損した場合，放出された蒸気は十分に

凝縮することができないため，サプレッションチェン

バ内の逃がし安全弁排気管をＳクラスとして設計す

る。 

＊14：Ｃクラスではあるが，基準地震動Ｓｓに対し機能維持

することを確認する。 

「波及的影響を考慮す

べき施設」は，Ⅵ-2-1-5

「波及的影響に係る基

本方針」にて別途整理 

《相違の凡例》 

①プラント固有の相違

系統構成の相違

②プラント固有（間接支

持構造物）の相違

設備を設置している

建物・構築物の相違 

③表現上の相違

④設計方針の相違

（島根２号機では，地下

水位低下設備の設計方

針について明確化） 

① 

③ 

① 

① 

④ 
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